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火災や災害に強いまちづくりを
　　　目指して地域の連携を深める



旧
串
本
町
内
で
も
給
食
を
開
始

串
本
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
竣
工
式

　
串
本
小
学
校
付
近
の
高
台「
西
の
岡
」

に
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、
１

月
８
日
に
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
串
本
町
と

古
座
町
の
合
併
後
も
合
併
以
前
の
状
況

が
引
き
継
が
れ
、
旧
古
座
町
地
域
で
は

実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
旧
串
本
町

地
域
で
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
旧
串
本
地

域
で
も
給
食
を
実
施
し
て
ほ
し
い
と
の

要
望
を
受
け
、
全
町
規
模
の
給
食
を
提

供
で
き
る
新
し
い
給
食
セ
ン
タ
ー
を
新

た
に
建
設
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
施
設
は
、
昨
年
３
月
か
ら
工
事
が
進

め
ら
れ
、
11
月
末
に
完
成
。
本
年
１
月

12
日
よ
り
稼
働
し
て
お
り
、
各
学
校
で

順
次
、
給
食
の
提
供
が
始
ま
り
ま
す
。

　
式
典
に
は
、
田
嶋
町
長
、
清
野
副
町

長
、
野
呂
教
育
長
、
町
議
会
議
員
や
学

校
関
係
者
、
工
事
関
係
者
ら
が
出
席
し
、

新
し
い
施
設
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　
田
嶋
町
長
は
「
給
食
セ
ン
タ
ー
の
完

成
に
よ
り
、
町
内
の
小
中
学
校
の
児
童

生
徒
に
対
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
栄
養

の
あ
る
食
事
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
、

子
ど
も
た
ち
の
心
と
体
の
健
康
増
進
に

大
い
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
確

信
し
て
い
ま
す
。」
と
挨
拶
。

　
ま
た
、
本
施
設
の
建
設
に
携
わ
っ
た

設
計
施
工
関
係
者
へ
の
感
謝
状
贈
呈
も

行
わ
れ
、
田
嶋
町
長
か
ら
代
表
者
へ
感

謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

1

①西の岡に完成した串本町学校給食センター
の外観。②最新の機器が並ぶ施設内の調理室。
③関係者が出席した竣工式の様子。

竣工式において、設計施工関係者への感謝状を
手渡す田嶋町長。
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串
本
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の
意
見
を
交
換

串
本
ふ
る
さ
と
大
使
会
議
を
開
催

Town Topics

１
月
３
日
、
串
本
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

に
お
い
て
、
串
本
ふ
る
さ
と
大
使
会
議

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
催
さ
れ
た
会
議
に
は
、
田
嶋
町
長
、

清
野
副
町
長
、
寺
町
議
長
、
前
芝
県
議

会
議
長
、
８
名
の
ふ
る
さ
と
大
使
ら
が

出
席
し
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

田
嶋
町
長
か
ら
は
町
の
情
勢
に
つ
い

て
の
説
明
が
行
わ
れ
、
出
席
さ
れ
た
大

使
の
方
々
か
ら
は
、
近
況
報
告
や
串
本

町
へ
の
想
い
、
活
性
化
へ
の
意
見
を
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

12
月
14
日
、
串
本
マ
グ
ロ
料
理
推
進

協
議
会
（
大
橋
究
未
会
長
）
が
、
串
本

産
の
マ
グ
ロ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
た
め
、
潮
岬
観
光
タ
ワ
ー
で
マ

グ
ロ
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
講
座
に
は
、
串
本
古
座
高
校
調

理
部
の
生
徒
18
名
が
参
加
。
生
徒
は
ま

ず
、
串
本
産
の
マ
グ
ロ
に
つ
い
て
の
講

義
を
受
講
。
そ
の
後
、
マ
グ
ロ
の
解
体

を
間
近
で
見
学
し
、
試
食
を
す
る
な
ど

貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

手際よくマグロを解体する大橋会長。

地
方
自
治
の
発
展
に
大
き
く
貢
献

前
地
博
士
さ
ん
に
死
亡
叙
勲（
旭
日
単
光
章
）

旧
串
本
町
議
会
議
員
と
し
て
、
地
方

自
治
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
、
平
成
27
年

10
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
前
地
博
士
さ
ん

（
享
年
85
・
潮
岬
）
に
旭
日
単
光
章
が

贈
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
前
地
さ
ん
の

自
宅
に
て
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

前
地
さ
ん
は
、
５
期
20
年
の
長
き
に

わ
た
り
町
議
会
議
員
を
務
め
ら
れ
、
そ

の
間
、
各
委
員
会
の
委
員
長
を
歴
任
さ

れ
る
な
ど
、
串
本
町
の
発
展
の
た
め
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

前地博士さん（右写真）に対する賞状が
田嶋町長から妻の咲子さんに手渡されました。

串
本
産
の
マ
グ
ロ
を
知
っ
て
欲
し
い

串
本
マ
グ
ロ
料
理
推
進
協
議
会
が
マ
グ
ロ
講
座
開
催

ふ
る
さ
と
大
使
は
現
在
14
名
お
ら

れ
、
今
回
の
ふ
る
さ
と
大
使
会
議
に
出

席
い
た
だ
い
た
８
名
の
大
使
は
次
の

方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

赤
木
正
和
（
大
阪
府
枚
方
市
）

石
垣

績
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

清
水
康
生
（
神
奈
川
県
相
模
原
市
）

中
谷
和
夫
（
京
都
府
長
岡
京
市
）

沼
田
凖
一
（
東
京
都
羽
村
市
）

濵
野
晃
吉
（
大
阪
府
大
阪
市
）

平
野
啓
子
（
東
京
都
府
中
市
）

南

瑠
霞
（
東
京
都
世
田
谷
区
）

が

①参加された大使 1人ひとりから近況報告や串本に対す
る想いを語っていただきました。②会議後の記念撮影。
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安
全
で
安
心
な
町
を
目
指
す

串
本
町
消
防
出
初
式

　 式
典
終
了
後
に
は
、
参
加
者
全
員
で

文
化
セ
ン
タ
ー
か
ら
J
A
串
本
支
所

購
買
事
務
所
ま
で
の
道
路
を
消
防
車
両

と
と
も
に
行
進
。
行
進
後
に
は
、
串
本

漁
港
の
岸
壁
に
お
い
て
一
斉
放
水
を
行

い
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
観
覧
の
皆

さ
ま
に
披
露
し
ま
し
た
。

　 な
お
、
式
典
で
は
、
次
の
方
々
に
対

し
て
、
永
年
勤
続
な
ど
の
消
防
団
員
表

彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　
１
月
10
日
（
日
）、
串
本
町
文
化
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
消
防
署
員
、
消
防

団
員
ら
約
３
０
０
人
が
出
席
し
、
串
本

町
消
防
出
初
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
10
年
以
上
勤
続
表
彰
】

▼
串
本
分
団
（
小
寺
史
朗
）

▼
潮
岬
分
団
（
竹
田
伸
・
岡
部
幸
樹
・

　 谷
元
竜
馬
）

▼
有
田
分
団
（
深
美
寿
明
）

▼
和
深
分
団
（
田
川
真
人
・
鹿
嶋
将
徳
・

　 小
松
浩
司
）

▼
須
江
分
団
（
太
田
圭
）

▼
樫
野
分
団
（
中
村
孝
行
）

▼
西
向
分
団
（
廣
畑
正
幸
・
木
下
充
博
）

▼
古
座
分
団
（
峯
本
雅
雄
・
橋
野
矩
生
）

▼
田
原
分
団
（
浦
隆
太
）

【
20
年
以
上
勤
続
表
彰
】

▼
有
田
分
団
（
東
伸
行
）

▼
和
深
分
団
（
山
中
昭
・
山
崎
晃
）

▼
須
江
分
団
（
芝
秀
紀
）

▼
古
座
分
団
（
関
戸
啓
善
）

【
30
年
以
上
勤
続
表
彰
】

▼
串
本
分
団
（
永
井
幹
男
・
谷
口
一
男
）

▼
潮
岬
分
団
（
加
森
豊
壽
）

▼
有
田
分
団
（
新
田
和
彦
）

▼
田
並
分
団
（
苫
谷
昌
司
）

▼
和
深
分
団
（
榎
本
博
・
小
平
典
男
）

▼
大
島
分
団
（
尾
崎
太
）

▼
須
江
分
団
（
濵
光
）

▼
西
向
分
団
（
岡
本
政
之
）

【
東
牟
婁
地
域
消
防
協
会
長
表
彰
】

▼
串
本
分
団
（
中
村
知
之
）

▼
潮
岬
分
団
（
小
嶋
直
登
・
潮
﨑
英
夫
・

　 岸
上
智
）

▼
有
田
分
団
（
松
本
一
也
）

▼
和
深
分
団
（
坂
本
貴
司
）

▼
須
江
分
団
（
井
本
康
夫
）

▼
樫
野
分
団
（
堀
口
満
）

▼
田
原
分
団
（
柿
本
克
也
）

【
和
歌
山
県
消
防
協
会
総
裁
表
彰
】

▼
有
田
分
団
（
東
伸
行
）

▼
和
深
分
団
（
山
中
昭
・
山
崎
晃
）

▼
須
江
分
団
（
芝
秀
紀
）

▼
古
座
分
団
（
関
戸
啓
善
）

消防団員表彰の様子

消
防
団
に
よ
る
行
進

①アルファ米
を観覧の方々
に手渡す女性
団員。
②消防職員と
消防団員によ
る一斉放水の
様子。
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1
月
14
日
、
ト
ル
コ
国
家
警
察
の
ア

リ
・
バ
シ
ュ
ト
ゥ
ル
ク
副
長
官
ら
幹
部

４
人
が
当
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
一
行
は
ま
ず
、
樫
野
崎
の
エ
ル

ト
ゥ
ー
ル
ル
号
遭
難
慰
霊
碑
を
訪
問
。

献
花
を
行
い
、
殉
難
将
士
の
御
霊
に
祈

り
を
捧
げ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
ア
タ
テ
ュ
ル
ク
像
や
樫
野

埼
灯
台
、
ト
ル
コ
記
念
館
な
ど
を
視
察
。

　
バ
シ
ュ
ト
ゥ
ル
ク
副
長
官
は
「
串
本

へ
の
訪
問
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
非
常

に
意
義
の
あ
る
も
の
で
す
。
１
８
９
０

ト
ル
コ
と
串
本
の
歴
史
を
改
め
て
確
認

ト
ル
コ
国
家
警
察
副
長
官
一
行
が
来
町

①献花を行うバシュトゥルク副長官。②トルコ
記念館を視察する一行。③慰霊碑での記念撮影
④田嶋町長を表敬訪問した一行。

ト
ル
コ
の
文
化
を
知
っ
て
欲
し
い

地
域
お
こ
し
の
T
u
r
k
i
s
h 
C
a
f
e
を
実
施

年
と
い
う
昔
か
ら
ト
ル
コ
と
日
本
が
交

流
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
認

識
し
ま
し
た
。
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
事

故
の
際
、
串
本
の
方
々
が
行
っ
て
く
れ

た
こ
と
に
対
し
て
心
か
ら
感
謝
い
た
し

ま
す
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
一
行
は
、
樫
野
崎
の
視
察
後
、
田
嶋

町
長
を
表
敬
訪
問
。
遠
路
串
本
ま
で
足

を
運
ん
で
い
た
だ
い
た
一
行
に
田
嶋
町

長
は
「
皆
さ
ん
の
串
本
訪
問
を
心
か
ら

歓
迎
し
ま
す
。
今
後
も
ト
ル
コ
と
の
友

好
を
よ
り
一
層
強
い
も
の
に
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。」
と
歓
迎
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
串
本
町

で
働
い
て
い
る
ア
イ
シ
ェ
ギ
ュ
ル
・
ア

ル
カ
ン
さ
ん
と
鈴
木
莉
紗
さ
ん
、
中
村

槙
也
さ
ん
が
12
月
22
日
と
23
日
に
ト
ル

コ
記
念
館
横
の
広
場
で
「
地
域
お
こ
し

の
T
u
r
k
i
s
h 

C
a
f
e
」
を

開
き
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
映
画
『
海
難

１
８
９
０
』
が
公
開
さ
れ
た
こ
と
を
記

念
し
、
樫
野
崎
を
訪
れ
た
方
々
に
、
少

し
で
も
ト
ル
コ
の
文
化
を
知
っ
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
３
人
の
希
望
で
実
施
さ

れ
、
ト
ル
コ
コ
ー
ヒ
ー
や
紅
茶
を
販
売

し
、
潮
岬
青
少
年
の
家
に
よ
る
ト
ル
コ

の
お
守
り
「
ナ
ザ
ー
ル
ボ
ン
ジ
ュ
ウ
」

の
手
作
り
体
験
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
コ
ー
ヒ
ー
を
購
入
さ
れ
た
方

で
希
望
し
た
人
に
は
、
ア
イ
シ
ェ
さ
ん

が
カ
ッ
プ
底
に
残
っ
た
コ
ー
ヒ
ー
粉
末

の
模
様
な
ど
を
見
て
行
う
ト
ル
コ
の
伝

統
的
な
占
い
で
も
て
な
す
な
ど
来
訪
者

の
方
と
の
交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

①トルコの民族衣装
を着てコーヒーや紅
茶を販売する地域お
こし協力隊の３人。
②まぐトルも応援に
駆けつけました。③
コーヒー占いをする
アイシェさん。
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人件費
補助費等
公債費
物件費
繰出金
普通建設事業費
投資及び出資金・貸付金
扶助費
積立金
維持補修費
災害復旧事業

合計

 0.5%
28.7%
6.1%
18.3%
19.3%
2.4%
76.3%
11.1%
64.1%
3.7%
84.4%

4.5%

△ 

△
△

△
△
△

△

　平成 26 年度の一般会計・特別会計の決算が、町議会 12 月定例会で認定されました。
主に一般会計の収入や使途の状況に関してグラフや表などを用いてお知らせいたしま
す。（金額は全て万単位で表示しています。）

収　入 105億9,444万円

 平成 26 年度の収入では、国庫支出金や県支出
金、町債が減少したことにより、総額は前年度
と比較して４億 3,196 万円の減となりました。

町税
14億4,833万
（13.7％)

使用料及び手数料
1億2,683万（1.2％）

繰入金
5億7,499万（5.4％）

その他
6億8,389万（6.5％）

地方交付税
46億126万
（43.4％）

国庫支出金
10億7,231万
（10.1％)

町債
10億4,771万
（9.9％)

県支出金
7億5,198万（7.1％）

その他
2億8,714万（2.7％）

収入
105億9,444万

単位：円

自主財源 26.8％ 依存財源 73.2％

町税
繰入金
使用料及び手数料
その他

1.7%
890.9%
0.1%
21.4%

△ 

△

自
主
財
源

依
存
財
源

地方交付税
町債
国庫支出金
県支出金
その他

0.1%
20.6%
27.6%
9.2%
8.6%

△ 
△
△
△

合計 3.9%△ 

【対前年度伸び率】

支　出 102億5,967万円

 平成 26 年度の支出では、病院事業会計
への繰出金や衛生施設事務組合分担金、
基金への積み立てが減少したことから
４億 8,894 万円の減となりました。

支出
102億5,967万

単位：円

（性質別）

普通建設事業費
19億584万
（18.6％)

人件費
18億8,013万
（18.3％)

物件費
14億9,552万
（14.6％）

公債費
12億2,552万
（11.9％）

繰出金
11億3,795万
（11.1％）

扶助費
11億2,204万
（10.9％）

補助費等
11億554万
（10.8％）

積立金
2億5,557万（2.5％）

投資及び出資金・貸付金
3,472万（0.3％）

維持補修費
9,024万（0.9％）

災害復旧費
660万（0.1％）

【対前年度伸び率】
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 以上のことから、平成 26 年度一般会計については、収入と支出の差引３億 3,477 万円から翌年度に繰越
すべき財源１億 6,165 万円を除いた 1億 7,312 万円の黒字となりました。
 しかし、町税を中心とした自主財源や、歳入の多くを占める地方交付税が将来的に減少していくことが
予想される中、南海トラフ巨大地震等を想定した避難路整備や公共施設の高台移転など多額の財源を要す
る事業を実施していく必要があるため、引き続き慎重な財政運営を行ってまいります。

では・・・収支は？

借入金（町債）・積立金（基金）はいくらあるの？

　町が行う様々な事業 ( 漁港や学校の建設、耐震補強
など ) のために長期に借り入れるのが町債です。平成
26 年度は 10 億 4,771 万円を新たに借り入れています。
　平成 26 年度末残高は約 133 億円ですが、うち
72.5% の約 96 億円が交付税措置され、残り約 37 億円
が実質の町負担となります。
　また、町が行っている積立 ( 貯金 ) を基金といいま
す。平成 26 年度では、減債基金で 1億 745 万円の積
立てを行った一方で、地域振興基金で 3億 8,234 万円
の取り崩しを行っており、基金全体で 2億 8,649 万円
減少しています。

町債
132億6,043万円

基金
34億5,763万円

うち町負担
36億4,514万円

【基金と町債の額】　（平成26年度末）

何のために、どのくらい使ったの？

【町民一人あたり内訳】

支出
102億5,967万

単位：円

（目的別）

民生費
27億9,327万
（27.2％）

総務費
15億9,664万
（15.6％)

衛生費
14億8,014万
（14.4％）

公債費
12億2,552万
（12.0％）

土木費
11億5,326万
（11.2％）

教育費
7億6,720万（7.5％）

消防費
6億4,609万（6.3％）

商工費
2億8,754万（2.8％）

農林水産業費
2億991万（2.0％）

議会費
9,350万（0.9％）

災害復旧費
660万（0.1％）

民生費
(福祉サービス、保育所運営など)
総務費
(全般的な管理事務、徴税など )
衛生費
(健康診断やごみ処理など )
公債費
(町債の返済 )
土木費
(道路や公営住宅などの整備 )
農林水産業費
(農林水産業の振興 )
消防費
(消防業務 )
教育費
(小学校や幼稚園の運営など )
商工費
(商工業や観光振興 )
議会費
(議会運営 )
災害復旧費
(台風被害などの復旧 )

合　計

159,780円

91,330円

84,667円

70,102円

65,968円

12,007円

36,957円

43,885円

16,448円

5,348円

378円

586,870円

※平成 27 年３月末の住民基本台帳人口
　17,482 人を使用しています。
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特別会計収支

会 計 名 収 入 支 出 収支差引 会 計 名 収 入 支 出 収支差引

後 期 高 齢 者
医療特別会計

5億3,148
万円

5億2,485
万円 663万円 潮 岬 財 産 区

特 別 会 計 5,624万円 203万円 5,421万円

国民健康保険
事業特別会計

31億1,349
万円

31億9,302
万円

△7,953
万円

出 雲 財 産 区
特 別 会 計 3,317万円 171万円 3,146万円

介護保険事業
特 別 会 計

24億1,203
万円

23億5,525
万円 5,678万円 有 田 財 産 区

特 別 会 計 2,828万円 205万円 2,623万円

簡易水道事業
特 別 会 計 4,984万円 3,810万円 1,174万円 田 並 財 産 区

特 別 会 計 349万円 26万円 323万円

下 水 道 事 業
特 別 会 計 4,247万円 4,003万円 244万円 和 深 財 産 区

特 別 会 計 659万円 28万円 631万円

住宅資金貸付
事業特別会計 3,626万円 3,151万円 475万円 古座地区財産

区 特 別 会 計 966万円 22万円 944万円

東 牟 婁 郡
公 平 委 員 会
特 別 会 計

52万円 25万円 27万円 西向地区財産
区 特 別 会 計 3,250万円 22万円 3,228万円

串 本 財 産 区
特 別 会 計 1,246万円 42万円 1,204万円 田原地区財産

区 特 別 会 計 578万円 15万円 563万円

会 計 名 総 収 益 総 費 用 当 年 度 純 利 益 翌年度繰越利益
剰 余 金

病 院 事 業 会 計 24億287万円 26億7,373万円 △2億7,086万円 △40億9万円

水 道 事 業 特 別 会 計 5億2,075万円 5億1,577万円 　498万円 6億3,688万円

国 民 宿 舎 事 業 会 計 1,416万円 1,899万円 △　483万円 2,725万円

※当年度純利益、翌年度繰越利益剰余金の△は純損失、欠損金の額です。

◇お問い合わせ先　
　串本町役場住民課　環境グループ　℡０７３５－７２－００８３

　最近、宝嶋クリーンセンターで焼却されている可燃ゴミの中に「不
燃物」が多々含まれています。
　少量でも集まれば無視できない量となり施設の機器に支障が出て
しまいます。細心の注意を払い分別していただきますようお願いい
たします。

ごみの分別にご協力をお願いします
　住民課　環境グループからのお知らせ
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　住民課からのお知らせ

　今回は国保財政の健全化と国保税率の見直しのポイントについていったん整理して、改めて説明
したいと思います。

国保財政の健全化に向けて（12）

 News

◇お問い合わせ先　串本町役場住民課　℡０７３５－６２－０５６１

これ以上費用負担を増やさないために

　以前ご説明したように、医療費を抑えるとい
うことは、病院に行くのを我慢することではあ
りません。
　元気な時から健康に気をつける以外に方法は
ないと思います。その一番簡単な方法のひとつ
が、健康診断を受け続けるということです。
　医療費の抑制は時間のかかる難しい課題です
が、取り掛からなければ国保税や繰入金の増額

という形で町民の皆さま全員の費用
負担を重くするばかりです。
　「何かしなければ」、「負担増にブ
レーキをかけたい」と思った方は、
まず特定健診に申し込みをお願いし
ます。
　２月中に希望調査票をお送りする
予定です。よろしくお願い申し上げます。

財政健全化計画の整理

　串本町国保は、現在県下唯一の累積赤字を抱える国保であり、毎年赤字解消計画を県に提出しな
ければなりません。国保税率の見直しもその一環で、一般会計からの繰り入れとあわせて計画的に
赤字解消をする必要があります。
　右図はそのイメージで
す。２５年度末で２億円
強あった累積赤字は、繰
り入れで段階的に解消し、
毎年発生する新たな赤字
は国保税の見直しと繰り
入れにより、発生しない
ようにすることとなって
います。 串本町の赤字解消方法イメージ

　累積赤字はすでに額が確定していますが、問題は毎年発生する赤字です。その額は、そ
の年の医療費に直結しますので、国保税の見直し額・一般会計からの繰入額は医療費によっ
て増減し定まりません。
　つまり、医療費を抑えることができれば見直し額・繰入額が小さくなるということです。
また、これ以外の抜本的な対策はありません。
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 News
　住民課からのお知らせ

マイナンバー制度について
　こんなときはどうしたらいいのかを掲載します。もしもの時に備えてご一読ください。
　原則住所地が串本で本人が来庁できることを前提で掲載しています。代理で来庁する場合は一度
ご連絡ください。この記事についてのお問い合わせは役場住民課までお願いいたします。

◇お問い合わせ先　串本町役場住民課　℡０７３５－６２－０５６１

　◇通知カード・個人番号カード申請書・個人番号カードの
　　　　　　　　　　　　　　表面記載情報 (住所・氏名など )に変更があった場合　

　住民課で変更手続きをする (本人確認書類、認印必要 )。
　変更後に個人番号カードの申請をする方は、既にある申請書 (QRコード含む )が使用できない
ため、新たに申請書を交付します。新しい申請書の ID を使えば個人番号カードのオンライン申請
も可能です。

　◇個人番号カードの申請をしたいけど住所変更や戸籍届出の予定がある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請と届出どちらを先にするべき？　

≪転出の場合≫
　カードの申請が取り消されるため、必ず①転入してから②カードの申請をしてください。
≪氏名変更や転居の場合≫
　先にカード申請してもカードを受け取ることはできますが、①変更届をしてから②カード申請を
した方がカードに履歴が残らないのできれいな状態で受け取れます。

　◇個人番号カードの申請をしたけど、やっぱり申請を取りやめたい場合

　住民課へご連絡ください。その際、個人番号が必要となりますので準備してからお電話ください。

　◇カードを紛失した場合

　１５歳未満の方が下記の届出をする場合、ご自身と法定代理人 (親権者 )の来庁が必要です。
　また、本籍地が串本でない場合は親権者であると証明する戸籍謄本の添付も必要になります。
≪通知カード≫（本人確認書類・認印・再発行希望の場合は手数料５００円が必要 )
　①警察に遺失届を出し、受理番号を控えてください。②住民課で紛失・再発行の手続きをする。
　　再発行は希望される場合のみ案内します。
≪個人番号カード≫
　①個人番号コールセンター【０１２０－９５－０１７８(フリーダイヤル)】へ一時停止連絡をする。
　　外国語対応をご希望の方は、０１２０－０１７８－２７（フリーダイヤル）におかけください。
　　個人番号カードの紛失、盗難などによる一時利用停止は、２４時間３６５日受け付けます。 
　　【対応時間】平日　午前９時３０分～午後１０時／土日祝　午前９時３０分～午後５時３０分
　②住民課で紛失・廃止届をする。この届を出すとカードを発見しても使用できません。
　※①一時停止　②紛失・廃止届の間にカードを発見した場合は一時停止解除の手続きを住民課で
　　行ってください。この場合は引き続きカードを利用できます。
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　企画課からのお知らせ

マイナンバー制度の説明会について
　マイナンバー制度がスタートしたことに伴い、町民の皆さま向けの説明会を下記の日時で開催い
たします。

　水道課からのお知らせ

　水道の使用開始時および使用中止時の開閉栓については、条例改正により平成
２８年７月１日より下記のとおり手数料が必要となります。
　この手数料については、水道の使用開始および使用中止の届出の際に納付いただくこととなりま
す。郵送で届出をおこなう方については、別途納付書を送付いたします。

水道開閉栓時の手数料について

◇お問い合わせ先
　串本町役場水道課　℡０７３５－７２－００８２

◇手数料について
　水道使用開始時　１回につき　７５０円
　水道使用中止時　１回につき　７５０円

※水道使用開始および中止手数料について、お支払
いをいただいていない場合、水道の開栓について
応じられない場合もありますのでご注意ください。

　産業課からのお知らせ

電気自動車用急速充電器設置のお知らせ
　電気自動車の普及推進と地球温暖化防止、また、町外電気自動車
所有者を串本町へ呼び込む観光施策の一環として、この度、道の駅
「くしもと橋杭岩」駐車場に電気自動車用急速充電器を設置しました。
※この事業は、次世代自動車充電インフラ整備促進事業を活用し整
　備しました。
◇利用開始予定日
　平成２８年２月中旬～
◇お問い合わせ先
　串本町役場産業課　℡０７３５－６２－０５５８

◇日時・場所
　平成２８年２月１６日（火）
　①午前１１時～正午　
　　田並公民館
　②午後２時～午後３時
　　役場古座分庁舎３階　大会議室

◇内容
　マイナンバー制度の概要について
◇お問い合わせ先
　串本町役場企画課
　℡０７３５－６２－０５５６

 News
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　税務課からのお知らせ

軽自動車税改正のお知らせ

◇お問い合わせ先　串本町役場税務課　℡０７３５－６２－０５８６

　平成２８年度より原動機付自転車・二輪車・小型特殊自動車の税額が、下表のとおり引き上げら
れます。

車 種 区 分
税額（年額）

現　在 平成28年度より

原動機付自転車（排気量 50cc以下） 1,000円 2,000円

原動機付自転車（排気量 50cc超 90cc以下） 1,200円 2,000円

原動機付自転車（排気量 90cc超 125cc以下） 1,600円 2,400円

原動機付自転車（ミニカー） 2,500円 3,700円

軽二輪　（排気量 125cc超 250cc以下） 2,400円 3,600円

小型二輪（排気量 250cc超） 4,000円 6,000円

小型特殊（農耕用） 1,600円 2,400円

小型特殊（その他） 4,700円 5,900円

　軽四輪車については、平成２７年４月１日以降に新規登録された車両（新車）の税額が、平成
２８年度より下記のとおりとなります。
　また、新規登録後１３年を経過した車両には、平成２８年度より約２０％の重課税が加算されま
す。（目安は、平成１５年４月以前に新規登録された車両）

区 　 分

新規登録（新車購入）の時期 登録後13年超
（経年重課）
平成28年度より

H27年3月31日以前 H27年4月1日以降

変更なし 新しい税額

軽三輪車 3,100円 3,900円 4,600円

軽四輪乗用(自家用) 7,200円 10,800円 12,900円

軽四輪貨物(自家用) 4,000円 5,000円 6,000円

軽四輪乗用(営業用) 5,500円 6,900円 8,200円

軽四輪貨物(営業用) 3,000円 3,800円 4,500円

※　軽自動車税は、その年の４月１日に所有している人に課税されます。

 News
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　新宮税務署からのお知らせ

平成２７年分確定申告について

１　税務署での相談および申告書の受付等

種　類 相談および申告書の受付 納付期限 口座振替日

所得税の確定申告 ２月16日（火）から３月１５日（火）
還付申告の方は２月１５日 (月 ) 以前でも申告書を提出できます。

３月１５日（火）４月２０日（水）

消費税の確定申告
(個人事業者 ) ３月31日（木）まで ３月３１日（木）４月２５日（月）

※土曜日・日曜日・祝日は税務署の閉庁日です。

２　税務署以外の相談会場開設の日

２月
受付時間１６ １７ １８ １９ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６

火 水 木 金 月 火 水 木 金
串本町文化センター ○ ○ ○

  ９：３０～１２：００
１３：００～１５：００

太地町公民館 ○
古座川町中央公民館 ○
那智勝浦町役場 ○ ○ ○

※１　各会場とも土地・建物・株式等を売却された所得、山林所得、贈与税や相続税に関する相談
　　　は行っておりませんので、これらの相談に関しましては直接税務署へお越しください。

　２　混雑の状況により、受付終了時間を早める場合がありますので、あらかじめご了承ください。

◇所得税・消費税の確定申告

会場
開設日

◇贈与税の申告

１　税務署での相談および申告書の受付等

種　類 相談および申告書の受付 納付期限

贈与税の申告 ２月１日（月）から３月１５日（火） ３月１５日（火）

※土曜日・日曜日・祝日は税務署の閉庁日です。

　個人で事業や不動産貸付等を行う全ての方は、記帳と帳簿等の保存が必要です！！

収入金額や必要経費に関する事項について、
取引年月日や金額等を帳簿に記載します。

◇帳簿・書類の保存
帳簿のほか、請求書・領収書などの書類を
整理して保存する必要があります。

※所得税および復興特別所得税の申告の必要がない方も対象となります。

◇記載する内容

◇お問い合わせ先　新宮税務署　℡０７３５－２２－５２６１

 News
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保健センターだより

※健診・教室等についてのお申し込み・お問い合わせは、
　保健センター（℡０７３５－６２－６２０６）まで

2月の行事カレンダー

※各事業の対象となる方には個別にご連絡しております。

実施日 内容
2月 4日（木） 3歳6ヶ月児健診

2月 5日（金） 未就園児親子教室きらきらくらぶ

2月13日（土） 就園児親子教室おひさまくらぶ

2月16日（火） かるがもひろば

2月17日（水） マタニティ教室（後期）

2月18日（木） 10ヶ月児健診

2月19日（金） 未就園児親子教室きらきらくらぶ

2月25日（木） 4ヶ月児健診

母子関係事業 成人関係事業

実施日 内容（場所）

2月16日（火）

健康相談（保健センター）
13:30～ 15:00
希望者に骨密度測定を実施します。
◎４０歳以上の女性で先着３０名様まで
◎２月１５日 (月 ) までに、お電話にて
　お申し込みください。

2月24日（水）

献血（串本町文化センター）

10:00～ 11:45　13:00～ 16:00

※ライオンズクラブ協賛 

平成２８年度　検（健）診希望調査票の送付について

　平成２８年４月以降に実施する特定健診・各がん検診についての調査票を２月
中旬ごろ各世帯あてに送付する予定です。
　あなたと、あなたの家族のために、１年に１度の検（健）診を受けて、健康の
確認をしましょう。
　保健センターでは、皆さまの返信を基に検診の予定を立てますので、調査票が
届きましたら、ぜひ開封して内容をご確認ください。

提出期限……３月１８日（金）まで
　検診案内は、７９歳までの方にお届けします。８０歳以上の方でがん検診をご希望される
方は、直接保健センターまでお電話にてお申し込みください。
　平成２８年度は、無料で受診できる年齢を５歳刻みとしています。詳細につきましては、
調査票に同封しています案内文書をご確認ください。

　各検診で「要精密検査」の通知を受け取られた皆さま、精密検査はお済みですか？
　がんの治療は早期発見が大切です。気がかりなままにしておかないで、精密検査をぜひ受
診してください。

平成２７年度でがん検診を受診された皆さまへ

広報くしもと　2016 年 2月号 14

場　　所 日　　時

古座分庁舎りぼん
２日､４日､９日､１５日､１８日､２３日､２５日
（９時～１２時･１３時～１６時）

串本町文化センター １７日（９時～１２時）

２月の子育て相談日程

高血圧について⑤
　管理栄養士のおはなし⑩

　高血圧が原因で起こる病気の１つに脳卒中があります。脳の血管がつまる
「脳梗塞」や脳の血管が破れて出血する「脳出血」などが脳卒中にあたります。
　脳卒中を引き起こす可能性については、これまで主に血圧の平均値で判断されていました。しか
し、最近は血圧の変動幅が大きく、そして頻発することが脳卒中発症の危険度を高めることが分かっ
てきました。
　梗塞や出血が小さいと、症状が出ない場合も多いですが、脳血管性認知症や歩行障害を引き起こ
すこともあります。

◇お問い合わせ先 　
　〒６４９ー４１９２   串本町西向３５９　古座分庁舎内　℡０７３５ー６７ー７０１０

　「りぼん」では、子育てや教育など
子どもに関するさまざまな相談を受け
付けています。内容によっては、専門
機関にお繋ぎすることもできます。
　困っていること、心配なことがあれ
ば１人で悩まないで「りぼん」までご
相談ください。
　ご相談いただくことで、気持ちが楽
になったり、何か解決の糸口が見つ
かったりするかもしれません。

「脳卒中体質」を見極める血圧測定法
①　座った状態で血圧を測る。
②　その場で立ち上がってからまた座り、①と同様に測る。
③　①と②の最大血圧の差を計算する。
座って測った最大血圧が１３５ｍｍＨｇ以上で、さらにこの
測定法で数日間、測るたびに血圧の差が１５ｍｍＨｇ以上の場合は、「脳卒中体質」の可能性があ
ります。

夜、就寝前に測った最大血圧より

も、朝計測した最大血圧が１５

mmHg以上高い場合も、「脳卒中

体質」の可能性が

あります。

参考文献：NHK科学・環境番組部（2015）『NHKためしてガッテン脱・高血圧の「超」特効ワザ』

どんなことを相談できるの？
No 項目 内　容
１ 子育て 子育てやしつけのことなど。
２ 発達 子どもの発達や行動が気になるときなど。

３ 虐待 これって虐待？私、虐待しているかもしれ
ないと感じたときなど。

４ 不登校 学校に行かない、学校になじめないなど。
５ 非行 子どもがトラブルを起こすなど。

６ いじめ いじめられる、嫌がらせを受けていると感
じたときなど。

７ 地域で 近所の親子の様子が心配と感じたときなど。
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医師紹介
　このたび消化器内科・門阪薫平先生の後任として赴任することとなり
ました足

あだ ち

立哲
てっぺい

平です。平成２８年１月より３か月間勤務する予定です。
近畿大学医学部附属病院・消化器内科では主に消化管疾患を中心に診療
を行ってまいりました。くしもと町立病院では、高血圧、糖尿病、脂質
異常症などの生活習慣病などを含む一般内科診療から、消化器疾患（胃、
腸、肝臓、胆のう、膵

すい

臓）に対する内視鏡診断および治療、また緊急内
視鏡（止血術等）に尽力したいと考えています。
　大学病院ではピロリ菌の除菌について研究しておりました。ピロリ菌
は胃炎・胃十二指腸潰

かいよう

瘍ひいては胃癌
がん

の原因となります。症状としては
胃痛やタール便（真っ黒な便）などです。

　３か月間と短い期間ですが串本町のピロリ菌の撲滅に貢献できればと考えておりますので、胃がん検
診や、症状があれば上部内視鏡検査（胃カメラ）を受けに来ていただければと存じます。微力ではあり
ますが、皆さまの日々の健康保持・増進にお役にたてるよう努めてまいりますのでどうぞよろしくお願
いいたします。

内科　足立 哲平　医師

外科専門医制度関連施設の認定を受けました
　このほど、日本外科学会から、外科医師の修練医療機関の証ともいえる「外科専門医制度関
連施設」の認定を受けました。
　同認定を受けるためには、年間５０例以上の手術症例を有していること等、一定以上の基準
を満たすことが必要で、近畿大学医学部の協力のもと、外科医師体制の充実が図られ、今回そ
の基準をクリアしたことか
ら、くしもと町立病院におけ
る手術件数が医師の実績に反
映されることになりました。
　これからも指導責任医師の
もと、腫

しゅよう

瘍摘出手術をはじ
め、より高度な手術に積極的
に取り組んでまいります。

【主な手術】
悪性腫瘍（がん）切除〔腹

ふくくうきょう

腔鏡〕、　　
胃・直腸・結腸切除〔腹腔鏡〕、　　
胆
たんのう

嚢摘出〔腹腔鏡〕、胃全摘出、　　
虫垂（盲腸）切除、腸閉

へいそく

塞、ヘ
ルニア　など
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※ご本人・ご家族から希望があった方を掲載しています。

　掲載を希望される方・されない方は、届出の際に窓口にお申し出ください。

（１２月受付分　敬称略）

お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

北

浦

寿じ

ゅ

ま眞

芦

立

春は

る

く空

神

田

創そ

う

た太

友

和
学

盛

太

西

向

串

本

サ
ン
ゴ
台

〈
出
生
児
氏
名
〉
〈
届
出
人
〉
〈
地
区
〉

下

野

し
め
の

稲

生

洋

ニ

村

口

ひ
で
こ

西

萩

照

一

冨

田

義

幸

松

𠩤

巖

福

島

千
鶴
惠

清

原

い
さ
よ

矢

倉

た
み
ゑ

木

山

忠

次

佐

藤

チ
ヨ
エ

南

久

清

水

勇

瀧

本

泰

稲

垣

と
み
子

岡

光

ニ

城

道

澄

夫

瀧

本

清

小

西

守

男

磯

崎

喜
美
子

田
並
上

高

富

佐

部

潮

岬

大

島

串

本

樫

野

古

座

串

本

串

本

津

荷

二

色

串

本

西

向

高

富

伊

串

田

原

高

富

串

本

西

向

94866587868310593967498848386818284899180

ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

い
つ
ま
で
もお

幸
せ
に

尾

崎

弘

幸

前

田

愛

嶋

本

勝

信

堀

さ
や
か

近

藤

建

文

孫

本

永
梨
佳

串

本

古

田

串

本

串

本

串

本

串

本

平成28年３月19日（土）
開催時間　午前１１時受付 ～午後８時頃まで
募集期間　２月８日（月）～３月４日（金）まで
参加対象　◎カメラや写真に興味がある
　　　　　　２５歳～４５歳ぐらいの方
　　　　　◎串本町内に住所を有する独身男性
　　　　　◎町内外の独身女性

◇お申し込み・お問い合わせ先
　内容やお問い合わせなど詳細については、ホームページをご参照ください。
　応募は、ホームページの専用フォームからお申し込みください。
　ホームページアドレス　http://www.town.kushimoto.wakayama.jp/konkatsu/index.html
※本イベントは町の過疎対策事業の「であい・ふれあい」事業として、
　　　　　　　　　　　　「くしもと元気プロジェクト」へ委託しています。　ー　串本町役場企画課　ー

☆映画『海難１８９０』のロケ地などを
　　　　　　巡って撮影を楽しみながら、
　　　　　　　　交流を深めていただきます☆

　参加料金　男性2,000円
　　　　　　女性 無料
　募集人数　男性20名・女性20名
　　　　　　※募集人数を超えた場合は、抽選
　　　　　　　となりますのでご了承ください。
　集合場所　串本ロイヤルホテル
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お
知
ら
せ

串
本
町
捕
鯨
史
展
の

開

催

に

つ

い

て

　 串
本
町
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
と
お

り
捕
鯨
史
展
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
皆
さ

ま
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　
平
成
28
年
２
月
23
日
（
火
）

〜
平
成
28
年
２
月
28
日
（
日
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で

▼
会
場

　
串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー

　
２
階

　
A
会
議
室

▼
主
催

　
串
本
町
教
育
委
員
会

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
串
本
町
教
育
委
員
会
教
育
課

　
℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
０
０
０
６

　
（
串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー
）

現
地
学
習
会
に
つ
い
て

「
歴
史
か
ら
学
ぶ
防
災
２
０
１
５

災
害
の
記
憶
を
未
来
に
伝
え
る
」

　
過
去
の
東
南
海
、
南
海
地
震
津
波
に
関

す
る
「
災
害
の
記
憶
」
や
地
域
に
残
さ
れ

て
い
る
文
化
財
の
情
報
を
共
有
す
る
と
と

も
に
、
過
去
の
歴
史
に
学
ん
だ
防
災
教

育
・
地
域
防
災
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
方
々
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時

　
平
成
28
年
２
月
27
日
（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

▼
場
所

　
串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー

　
ホ
ー
ル

▼
主
催

　
和
歌
山
県
立
博
物
館
施
設
活
性
化
事
業

実
行
委
員
会
、
和
歌
山
県
立
博
物
館

▼
後
援

　
串
本
町
、
串
本
町
教
育
委
員
会

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
串
本
町
教
育
委
員
会
教
育
課

　
℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
０
０
０
６

　
（
串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー
）

移
動
県
民
相
談
の
開
催
に
つ
い
て

　
和
歌
山
県
で
は
、
法
律
問
題
、
交
通
事

故
等
に
つ
い
て
、
移
動
県
民
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

▼
日
時

　

　
平
成
28
年
２
月
17
日
（
水
）

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
ま
で

（
相
談
時
間
は
１
件
に
つ
き
約
20
分
）

　

串本町の人口と世帯

人口
男性 
女性 
世帯

平成27年12月末現在（前月比）
17,323人（－27）
8,095人（－18）
9,228人（－   9）
8,890世帯（－19）

連絡先
串本町役場本庁舎
串本町役場古座分庁舎
くしもと町立病院
串本町教育委員会
文 化 セ ン タ ー
串 本 町 図 書 館
保 健 セ ン タ ー

℡62‐0555
℡ 72‐0081
℡ 62‐7111
℡ 72‐0017
℡ 62‐0006
℡ 62‐4653
℡ 62‐6206

町内放送案内（放送内容が聞けます）
0120‐928‐649（フリーダイヤル）

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

お持ち帰り・お弁当できます
配達はご相談ください

火災件数（1月からの累計）
建物
林野
その他
合計

3件
0件
2件
5件

※平成27年12月 31日が基準日

救急件数（1月からの累計）
交通
急病
その他
合計

80件
907件
327件
1314件

※平成27年12月 31日が基準日

広報くしもとでは、有料広告を募集しています。
【掲載スペース】縦４６ｍｍ×横８５ｍｍ
【掲　　載　　料】１広告　5,000円より
広告掲載を希望される方は、役場企画課広報係
（℡62-0556）までお問い合わせください。
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▼
場
所

　
東
牟
婁
振
興
局

　
新
宮
市
緑
ヶ
丘
２
丁
目
４
‐
８

▼
内
容

　
土
地
・
建
物
、
借
地
・
借
家
、
相
続
、

離
婚
、
金
銭
関
係
、
損
害
賠
償
な
ど
の
法

律
問
題
（
弁
護
士
が
無
料
で
相
談
）
お
よ

び
行
政
相
談

▼
事
前
受
付

　
平
成
28
年
２
月
３
日
（
水
）

　
午
前
９
時
か
ら

　
東
牟
婁
振
興
局
総
務
県
民
課
へ
電
話
予
約

　
※
先
着
10
名

　
℡
０
７
３
５
‐
２
１
‐
９
６
０
７

冠婚葬祭、イベント送迎。団体でのご旅行などにご利用ください

TEL:0735－62－0695　FAX:0735－62－0696

串本タクシー株式会社

小型貸切バス 御好評運航中

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

 

今
月
の
納
税

▼
納
期
限

　
平
成
28
年
２
月
29
日
（
月
）

　
○
固
定
資
産
税
（
４
期
）

　
○
町
県
民
税
（
随
１
期
）

　
○
国
民
健
康
保
険
税
（
11
期
）

　
○
介
護
保
険
料
（
11
期
）

　
○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
８
期
）

※
納
期
内
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、
地

　
方
税
法
に
基
づ
く
延
滞
金
が
加
算
さ
れ

　
ま
す
。
納
税
は
お
早
め
に
。

◎
納
税
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
役
場

　
税
務
課
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　
℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
０
５
８
６

 

相
談

▼
人
権
行
政
相
談

①
２
月
４
日
（
木
）

　
　
会
場

　
古
座
分
庁
舎

②
２
月
18
日
（
木
）

　
　
会
場

　
田
原
山
村
交
流
セ
ン
タ
ー

▼
行
政
相
談

　

　
２
月
12
日
（
金
）

　
　
会
場

　
古
座
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
開
催
時
間
は
各
相
談
と
も

　

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分
で
す
。

元串本町長
岸谷　昇さんが逝去

　
元
串
本
町
長
の
岸
谷
昇
さ
ん
が
、

平
成
28
年
１
月
12
日
に
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
87
歳
で
し
た
。

　
岸
谷
さ
ん
は
、
昭
和
57
年
10
月

に
行
わ
れ
た
町
長
選
挙
で
初
当
選

を
果
た
し
、
平
成
10
年
10
月
に
退

任
さ
れ
る
ま
で
、
４
期
16
年
間
の

長
き
に
わ
た
り
、
町
長
職
を
務
め

ら
れ
ま
し
た
。

　
卓
越
し
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
、
住
民
の
幸
せ
の
た
め
に
、

様
々
な
計
画
を
立
て
町
政
を
牽
引

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
岸
谷
さ
ん
が
在
職
さ
れ
た
期
間

を
振
り
返
る
と
、
教
育
施
設
や
文

化
セ
ン
タ
ー
等
社
会
教
育
施
設
の

整
備
、
サ
ン
ゴ
の
湯
の
設
置
、
運

動
公
園
建
設
や
企
業
誘
致
、
宅
地

供
給
等
の
サ
ン
・
ナ
ン
タ
ン
ラ
ン

ド
開
発
、
そ
し
て
、
串
本
大
橋
の

建
設
な
ど
、
非
常
に
重
要
な
施
策

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
串
本
町
の
発
展
の
た
め
に
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
た
岸
谷
さ
ん
に
敬

意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
心
か
ら

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

広報くしもと　2016 年 2月号19



KU
SH
IM
O
TO
 The Public Inform

ation M
agazine

広
報

く
し
も
と

No.130

　平成２８年串本町成人式が１月３日、串本ロイヤル
ホテルで開催されました。式には１２０人（男５８人・
女６２人）が出席し、スーツや振袖に身を包み、新た
な一歩を踏み出しました。
　会場では、久しぶりに再会した旧友と記念撮影をし
たり、近況を報告し合ったりする光景が見られました。

平成２８年串本町成人式
Coming of age ceremony

成人の誓いを述べる
枠谷愛音さん


